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球球磨磨郡郡産球磨 産の磨郡 の種郡産 種雄産の 雄牛の種 牛が種雄 が造雄牛 造成牛が 成さが造 され造成 れま成さ ましされ したれま た！まし ！ した  た！！  

家畜改良事業団で実施されていた平準化事業１６間検が終了し、８頭の種雄牛が選抜されました。この

８頭の種雄牛の中で唯一選抜された気高系の「肥後桜」は、球磨郡山江村で生産された黒毛和種で、枝肉

重量、１日平均増体量、ロース芯面積、脂肪交雑等成績が万遍なく優秀で、これからの活躍が期待されて

います。黒毛和種新規検定済種雄牛の精液は９月１日から配布されます。 
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８頭の種雄牛の中で唯一選抜された気高系の「肥後桜」は、球磨郡山江村で生産された黒毛和種で、枝肉

重量、１日平均増体量、ロース芯面積、脂肪交雑等成績が万遍なく優秀で、これからの活躍が期待されて

います。黒毛和種新規検定済種雄牛の精液は９月１日から配布されます。 

●●  城城南南家家畜畜保保健健衛衛生生所所がが実実施施ししたた「「熊熊本本県県のの受受精精卵卵移移植植をを利利用用ししたた種種雄雄牛牛造造成成事事業業」」でで

造造成成さされれままししたた  
「肥後桜」の母牛である「しげよの４」は、産子成績が優秀なため平成１３年３月に熊本県農業研究

センター畜産研究所にドナー(採卵牛)として買い上げられ、同年８月、種雄牛造成のため１１個の受精

卵が作出されました。その受精卵を城南家畜保健衛生所が、管内の農家に移植し、生まれた８頭の産子

の末弟が「肥後桜」でした。「肥後桜」は、平成１５年から熊本県農業研究センター畜産研究所で直接

検定を実施され、その後家畜改良事業団で１６間接検定に組み込まれ、優秀な成績で選抜されました。 

「肥後桜」の母牛である「しげよの４」は、産子成績が優秀なため平成１３年３月に熊本県農業研究
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検定を実施され、その後家畜改良事業団で１６間接検定に組み込まれ、優秀な成績で選抜されました。 

  

●●  期期待待さされれるる一一族族  
城南家畜保健衛生所によって受精卵移植された「肥後桜」の全兄弟(姉)たちは、全頭球磨郡内で繁殖

雌牛として活躍中です。特に平成１９年度熊本県農業研究センター畜産研究所で直接検定される「栄」

は、「肥後桜」の甥(「肥後桜」の全兄弟(姉)の子)にあたり、成績等に期待が掛けられています。 

城南家畜保健衛生所によって受精卵移植された「肥後桜」の全兄弟(姉)たちは、全頭球磨郡内で繁殖
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●●  「「肥肥後後桜桜」」のの特特徴徴  
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■ 「肥後桜」の血統 
第20平茂 気高
ふくみ 宝勝
神高福 忠福
しげよ 第20平茂

肥後桜
平茂勝

しげよの4
 

「肥後桜」は、鹿児島県で大活躍した種雄牛で固められています。父親は名牛「平茂勝」で、母の

父は平茂系と相性が良く、母牛に用いた場合の能力の高さも評価されている「神高福」。3代祖は「平

茂勝」の父でもある「第20平茂」、4代祖は「忠福」、5代祖「宝勝」と、相性の良い平茂（気高）系

と忠福系を交互に交配して組み合わせた魅力ある血液構成になっています。 

 

■ 間接検定成績 
１日当 ロース芯 TDN 皮下脂肪 推定歩留 枝肉重量 バラの 肉質等級

増体量(kg) 面積(ｃ㎡) 要求率 (cm) (%) (kg) 厚さ(cm) ４以上率

検定息牛
１３頭

0.98 3.5 52 6.75 1.8 74.3 383 6.8 92%

平均 脂肪交雑

     

 

   間接検定の成績は、気高系の牛としてトップクラスの成績で、枝肉重量、１日平均増体量、ロース

芯面積、脂肪交雑等成績が万遍なく優秀です。 
 
                      （写真及び表等は家畜改良事業団HPより掲載しました。） 

 

■ どんな牛と相性が良いのか？ 

   「肥後桜」の間検成績では、全ての系統との交配で良好な成績を残しています。しかし、気高の血

液が濃い系統（父：平茂勝、母の祖父：第２０平茂）ですので、但馬（田尻、菊美等）系、糸（藤良）

系との交配が良好です。また、産子の増体を期待する場合もお薦めです。 

 

ご不明な点は、城南家畜保健衛生所まで 
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